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発 行  大 寄 公 民 館 

住 所  深谷市起会 84-1 

電 話  571-0341 

F A X  574-5865 

令和８年６月１日 発行 

大寄公民館だより

と き  ７月３日（金）午後２時～４時１０分   

ところ   大寄公民館 清風亭 

内  容   佐々木 勇氏による基調講演 

アンサンブル白百合（マンドリン演奏） 

ＨＩＲＯ（フルートとピアノのデュオ） 

大沢 可氏（ソプラノ歌手とピアノ） 

募集人数   ４０人（先着順）   ※参加費無料 

申し込み   大寄地区のかた     ６月 ９日（火）～ 

大寄地区以外のかた   ６月１６日（火）～ 

午前９時～午後５時（土日除く）までに電話・窓口でお申し込みください。 

問い合わせ   大寄公民館 ☎５７１－０３４１ 

参加者募集 

 と き  ７月８日（水）午後１時３０分～３時３０分 

と こ ろ  大会議室 
内  容   「深谷藍の会」の協力による参加者全員での歌唱や歌に合わせた 

      介護予防体操など 

募集人数   ６０人（定員になり次第受付終了）   ※参加費無料 

申し込み   大寄地区のかた   ６月 ８日（月）～ 

大寄地区以外のかた ６月１５日（月） 

午前９時～午後５時までに電話または窓口でお申し込みください。 

問い合わせ   大寄公民館 ☎５７１－０３４１ 

 深谷市では、郷土の偉人である渋沢栄一翁が新一万円札の肖像となり、その発行日である７月３日を 

「深谷市民の日」として制定し、記念事業を行います。また、清風亭１００周年の節目にあわせた事業と  

して、講演やコンサートを企画しました。みなさま奮ってご参加ください。 

※大寄公民館敷地内にある「誠之堂」は、渋沢栄一翁の喜寿を記念して第一銀行行員の出資により建築された建物

で、「清風亭」は、第一銀行の二代目頭取 佐々木勇之助氏の古希を記念して、誠之堂と並べて建てられた建物で

す。その佐々木勇之助氏のひ孫にあたる佐々木 勇氏により渋沢栄一翁にゆかりのある内容をテーマにした基調

講演になります。 

 

清風亭は、第一銀行の頭取であった佐々木勇之助の古希を記念して、誠之堂と並べて建てられました。 

 佐々木 勇氏は、佐々木勇之助氏のひ孫にあたり、渋沢栄一翁とのつながりや忠恕のこころなど 

 誠之堂１１０周年・清風亭１００周年の記念事業として、大人気の「歌声サロン」を開催します。 

慣れ親しんだあの曲や昭和・平成の名曲を皆さんで歌い、一緒に元気になりましょう！ 

農業者年金現況届の提出 期間：６月１日（月）～６月３０日（火） 提出：農業委員会事務局または公民館へ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

                                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

民生委員・児童委員の声 

民生委員・児童委員活動を通じて、地域に顔見知りがたくさん増えました。 

難しいケースもありますが、社会の役に立ちつつ、自分の知識・視野も広がり、やりがいを感じます。地域

の方々から「安心できるよ。ありがとう」という声をかけられ、嬉しかったですね。 
 

主任児童委員の声 

コロナ禍以降、子どもたちと触れ合える機会が減っていますが、支援が必要な方たちと関係機関とのつなぎ

役として頑張っています。私たち主任児童委員は、子どもたちのための応援団でいたいと思います。 

※民生委員・児童委員、主任児童委員には守秘義務があります。安心してご相談ください。 

問い合わせ 福祉政策課 568-5041 

 【使用済小型家電の収集日】  １０日（第２水曜日）、 
【リチウム蓄電池等の収集日】 １７日（第３水曜日 午前８時３０分～正午） 
回収場所：深谷市役所本庁舎、岡部・花園総合支所、ワモア川本、深谷清掃センター 

【有害ごみの収集日】       １９日（第３金曜日） 

概 要：栄一翁生地の旧渋沢邸「中の家」の竹に、皆さんの願い事が書かれた「深谷市民の日」を

記念した特製の短冊に飾り付けて、展示します。 

と き：７月３日（金）～ 

ところ：市内全１２公民館、渋沢栄一記念館、 

こどもふっかパーク、アリオ深谷、深谷市役所 

なお、大寄公民館については、６月２２日（月）～実施します。 

 

深谷の夏の名物七夕まつり。色とりどりの七夕  

飾りを鑑賞し、活気あるまちなかを感じに来ません

か。 
 

と き   ７月１０日（金）～１２日（日） 
午後２時～１０時  

 

ところ   中山道沿線および市役所通りの一部

とその周辺 
 

※毎年、ごみ持ち帰りのご協力ありがとう 

ございます。今年も、ごみゼロを目指し 

ていますので、宜しくお願いいたします。 

深谷七夕まつり市民参加企画 

まちなかを竹かざりでいっぱいにするため、

市役所通り、深谷駅通りなどに飾る竹かざりを

作製していただけるご家族や個人・団体を募集

します。参加者には、無料で竹（約３ｍの細竹・

先着６０本）を差し上げます。 
 

と き  ７月４日（土） 

午前８時～８時３０分集合 

（飾り付けは午前１０時まで予定） 

と こ ろ  市役所通り、深谷駅通りなど  

申し込み  ６月２６日（金）までに電話で 

問い合わせ先へ 

問い合わせ 一般社団法人 深谷市観光協会 ５７５－００１５ 

（最終日のみ午後９時３０分） 

 

６５歳以上のかたの６，５００円分の 

ネギーカードを 

令和８年６月３０日（火） 

までにご利用ください。 

とき ７月３日（金） 

   午前１０時～午後４時 

※詳細はQRコードをご確認ください。 



 

 

 

- 

 

 

 

 

  

 

４日（木）健康出前講座（元気でいるための介護予防体操）  午後２時～ 大会議室 

８日（月）シニアスマホ教室                午前９時３０分～  大会議室 

１３日（土）美・骨盤ヨガ教室                             午前１０時３０分～ 体育室 

１９日（金）健康出前講座（口腔ケアから始まる介護予防）   午前１０時～     大会議室 

２２日（月）初めての陶芸教室（作陶）            午後１時３０分～  工芸室 

２３日（火）市長表敬訪問                          午前９時２０分～  市役所 

      第４回自治会長会議                       午前１０時～    市役所 

２７日（土）七宝焼き教室②                             午後１時～      工芸室 

  ※6 月２９日（月）は、空調設備点検のため、午前９時～午後５時まで全館利用できません 

 今年度の大寄公民館の各役員をご紹介いたします。地域の皆さまと一丸となって大寄地区を盛り立て
ていただきたいと思いますので、各種事業へのご協力をお願いします。 

氏  名 役 職 等 氏  名 役 職 等 

福地 孝史 大寄小学校 校長 木部あきな 大寄小学校 PTA会長 

清水 正之 深谷中学校 校長 原島 靖二 深谷中学校  PTA会長 

 宮澤 達三 学識経験者 田中 光子 社会教育委員  

岡田 正晴 大寄支会 支会長 髙田 博之 学識経験者 

髙田  勉 大寄支会 副支会長 須藤 浩一 学識経験者 

真下 明久 大寄支会 副支会長  笠越 基江 民生・児童委員代表 

鈴木 俊哉 人権擁護委員   

                           

自治会名 体育部 文化部 

上敷免 高田 浩明     栗田 政輝  井田 麻紀 高田 訓幸 関根 勝利 

高 畑 真下久二代 真下 敏男 高田 英樹 木部 友利  真下 幸枝 

内ケ島 根岸裕一郎 井上 和子 根岸 正典 橋本 一枝 伏島 壽郎 

矢 島 福島 規行 武井 政彦 根岸  廣 茂木 廣子 山田 容子 

大塚島 森田  亨 ― 森田  靖  粂原 祐子  大貫 理恵 

起 会 高橋 雄一 ― 金井 弘文 柿澤 佳子 中山三和子 

谷 之 戸丸 義之 ― 村松 功一 設楽弥栄子 ― 

戸 森 髙田 啓嗣 小林 和男 中林 雅夫 髙田美左子 村田百合子 

 

髙田 啓嗣 原島 靖二 

                                    

（敬称略） 

体育部本部役員  𠮷野 重夫  中山  悟  笠越 拓哉 

 茂木 立也  田中 宏典  吉澤 健司 

                                

 復活！！ 

予告 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大寄地区の人口 令和 8年５月１日現在  （ ）内は前月比 

男性：1,4５６人（+３） 女性：1,４7２人（-１） 合計：2,9２８人（+２） 1,2８５（-１）世帯 

） 

〇
弁
天
橋
（
上
敷
免
地
区
） 

 

弁
天
橋
の
す
ぐ
近
く
に
古
く
か 

ら
弁
天
様
が
祭
ら
れ
て
い
て
、
今 

で
も
春
四
月
の
第
一
日
曜
日
に
、 

皿
沼
地
区
の
十
五
軒
で
、
矢
島
の 

神
島
宮
司
に
お
願
い
し
て
春
の
神 

事
を
実
行
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ 

う
に
弁
天
様
の
祠
が
あ
る
こ
と
か 

ら
、
橋
の
名
前
が
弁
天
橋
に
な
っ 

た
と
推
測
で
き
ま
す
。 

 

な
お
、
昭
和
三
十
年
代
の
は
じ 

め
頃
ま
で
、
今
の
福
川
よ
り
川
底 

が
浅
か
っ
た
頃
、
春
蚕
の
飼
育
が 

は
じ
ま
る
前
、
農
家
の
人
達
が
こ 

の
河
原
で
養
蚕
用
具
を
水
洗
い
す 

る
風
景
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
子 

供
の
頃
、
夏
の
暑
い
日
に
は
水
泳 

を
し
た
事
が
思
い
出
と
し
て
あ
り 

ま
す
。
改
修
工
事
後
は
す
べ
て
昔 

話
と
な
り
ま
し
た
。 

 

福
川
は
唐
沢
川
の
下
を
立
体
交 

差
（
伏
越
）
し
て
西
か
ら
東
へ
流
れ 

て
い
ま
す
。 

※
福
川
調
節
池
概
要 

場
所
（
深 

谷
市
西
島
・
上
敷
免
地
内
） 

 

 

福
川
は
流
域
面
積
約
七
十 

五
、
四
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の 

一
級
河
川
で
す
。
福
川
の
河
川 

改
修
は
、
昭
和
三
十
七
年
か
ら 

事
業
に
着
手
し
、
河
道
の
改
修 

と
唐
沢
川
と
の
伏
せ
越
し
工
事 

が
平
成
十
三
年
度
に
完
成
。 

 
し
か
し
、
福
川
上
流
部
の
都 

市
化
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、 

降
っ
た
雨
が
福
川
へ
流
出
す
る 

量
が
増
加
し
て
い
る
た
め
、
平 

成
十
四
年
度
か
ら
福
川
調
節
池 

の
事
業
に
着
手
。
福
川
調
節
池 

は
、
増
水
し
た
一
部
を
一
時
的 

に
溜
め
て
お
く
施
設
で
、
福
川 

流
域
の
浸
水
被
害
を 

減
ら
す
役
割

を 

 

持
っ
て
い
る
。
平
成
二
十
五
年

完
成
。
面
積
約
三
、
八
ヘ
ク
タ
ー

ル
。 

 

な
お
、
唐
沢
川
よ
り
西
の
福

川
の
名
称
を
菱
川
と
も
い
い
ま

す
の
で
、
橋
の
名
前
に
菱
川
橋

と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
橋
が
あ

り
ま
す
。
唐
沢
川
よ
り
東
に
流

れ
て
い
る
福
川
を
、
東
方
城
の

北
を
流
れ
て
い
る
の
で
、
城
北

川
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

 

深
谷
市
文
化
財 

保
護
審
議
会
委
員 

 
 

 
 

 
 

 

荻
野 

勝
正 

     

大
寄
村
の
歴
史 

川
と
橋
シ
リ
ー
ズ
⑧ 

 
 

 

福
川
と
橋
の
名
前 

 

大
寄
歌
壇 

道
草
は
旅
の
は
じ
ま
り
遠
郭
公 

 
 
  

 
 

金
井 

実 

ふ
る
里
の
言
葉
に
戻
る
初
つ
ば
め 

 

朝
の
鳥
手
当
た
り
次
第
に
批
把
つ
つ
き 

 
 

瓜
生 

律
子 

梅
雨
晴
の
伸
び
た
る
垣
を
切
り
に
け
り 

 

蝸
牛
歩
む
姿
に
足
止
め
る 

 
 
 

 
 
 

 

大
澤 

寿
子 

紫
陽
花
の
色
の
変
化
に
い
や
さ
れ
て 

収
穫
を
ま
じ
か
に
控
え
じ
ゃ
が
芋
の 

 

試
し
堀
り
す
る
少
し
小
さ
い 

 
 
 
 
 

荻
野 

勝
正 

 

空
に
向
い
拳
を
か
か
げ
て
い
る
ご
と
く 

山
の
斜
面
に
早
蕨
出
づ
る 

  
 
 
 
 
 

田
中 

光
子 

 

ま
っ
す
ぐ
に
伸
び
て
豊
か
に
実
れ
よ
と 

「
麦
人
」
生
ま
れ
き
麦
秋
の
朝 

 
 
 
 

橋
本 

一
枝 

 

花
水
木
の
並
木
老
い
た
り
地
球
に
も 

 

 

終
末
と
い
ふ
時
間
の
あ
り
き 

 
 
 

 
 

森 
 

一
枝 

 

大
寄
俳
句
会 

福川調節池 

へ
ん
げ 

弁天橋 

 

 

麦
畑
我
孫
曰
く
ネ
コ
ジ
ャ
ラ
シ  

  
 
 
 

村
長 

「
税
金
を
租
庸
調
で
」 

 
 
 
 
 
 
 
 

五
人
組 

 
※
『
自
由
律
俳
句
一
行
詩
』
は
、「
五
・
七
・
五
」
や
「
季
語
」
に

縛
ら
れ
ず
、
作
者
の
自
由
な
感
性
や
表
現
を
重
視
す
る
俳
句
の

ス
タ
イ
ル
で
す
。
ど
な
た
で
も
ご
応
募
く
だ
さ
い
。 

毎
月 
日
ま
で
に
公
民
館
へ
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。 

  

15 
そ
よ
う
ち
ょ
う 

こ
ぶ
し 

さ
わ
ら
び 

ほ
こ
ら 

む
ぎ
と 

福川伏せ越しゲート 


